
Closing remarks 



CKDの病診・病病連携： 
  

現状分析から10年後を見据えて 

・ 患者の福音とするための腎臓専門医の役割 

・ 非専門医と専門医からみた課題 

現状を踏まえ、 

病診•病病連携を通じて、 

将来の一層質の高い腎臓病医療を目指す 


